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ＪＣＶ上越ケーブルビジョン設立～経緯

➢ 設立とサービス開始

上越ケーブルビジョンは1984年に設立し、

1986年にケーブルテレビサービスを開始しました。

➢ トリプルサービス提供

現在、上越市・妙高市・十日町市で

テレビ、インターネット、電話のサービスを提供しています。

➢ 地域情報の発信

創業以来、アンテナのいらないケーブルテレビとして

地上波の再放送や多チャンネルサービスとともに、

地域情報の発信に力を入れています。



➢ 40周年の節目

これまでの成果と経験を振り返る重要な時期と捉えています。

➢ 新たな挑戦の開始

新たな挑戦は組織の成長と未来志向のビジョンを示しています。

40周年を迎えての新たな挑戦



地域メディアに求められる役割と
市民主体の発信環境

➢ 従来モデルの限界

従来の放送局中心の情報提供モデルは、多様

な生活者のニーズに対応できなくなっている。

➢ 境界を超える情報共有

情報の送り手と受け手の境界を超え、

市民が主体的に情報発信に関わる環境の

整備が必要である。

メディア環境の変化と
市民参加型情報発信の必要性

➢ メディア環境の変化

テレビ離れが進み視聴者は従来の片方向視聴から

双方向、オンデマンド視聴へ関心を移している。

➢ 個人発信の増加

SNSの普及により、誰もが情報発信可能となり、

情報発信が生活の一部となっている。



『J-pit』建設の目的

➢ 目的

J-pitは地域情報の基盤を築くことを

目的に建設しました。

➢ 地域情報プラットフォーム

地域の様々な情報を一元管理し、

共有するプラットフォームとして

機能します。



施設構成 １階
ラジオスタジオとロビー

➢ ラジオスタジオの位置

ラジオスタジオは１階にあり、

ロビーに隣接して配置されています。

➢ 双方向コミュニケーション

ガラス越しにパーソナリティと

コミュニケーションが可能で、生放送を楽しめます。



施設構成 ２階
テレビスタジオの

市民参加型設計

➢ スタジオのデザイン

リビングをイメージし、淡い色合いで誰もが

出演しやすい環境を作っています。

➢ 市民参加型の工夫

市民の作品展示ができるセットで、

出演と作品展示の両方に対応した

参加型スタジオです。

➢ 新番組『Jump』の理念

市民が主役で、世代や職業を問わず自由に

表現できる番組です。



新番組

地域の課題とコミュニティの垣根を越えて

新たなつながりが生まれる未来へ！



市民が主役の総合型情報番組

～「JUMP」の由来～

・地域の課題を乗り越える

・コミュニティの垣根を越える

・視聴者（＝市民）の心が跳ねる、踊る、

ワクワク感

⇒新たなステージ、輝く未来へ

■番組尺 45分

■形式 生放送 ※スタジオ展開/中継を中心に構成

■放送時間 （平日）16：00～16：45

（再放送）18：00～、19：00～、22：00～



「JUMP」特徴

①生放送で上越・妙高の「今」
を伝える

②市民の活動、活躍を現場か
らリポート

③スタジオに市民を招きトー
クや活動成果発表

④スタジオセットに市民の作
品を展示 定期的な入れ替え
で変化＆進化

⑤地域の話題や天気予報な
どの情報をワンストップで



実際にはＪｕｍｐ紹介動画５分程度が入ります。



市民と共に番組をつくる思想と地域コミュニティへの影響

共作の思想

番組制作は一方通行ではなく、市民と共に作り上げることを重視している。

地域の声の可視化

地域住民の意見や感情を映像などで可視化し、社会的な共感を促進する。

共感と交流の促進

番組を通じて住民間の相互理解と交流が広がり、地域コミュニティが活性化する。



FMラジオの特性と地域コ
ミュニティへの貢献

➢ FMラジオの即時性と親近感

FMラジオは素早い情報伝達と

生活に溶け込む親近感が強み

となります。

➢ 災害時の情報伝達

緊急時にはFMラジオが迅速に

地域の重要な情報を届ける

役割を果たします。

➢ 地域コミュニティの形成

市民参加型の番組で声を共有し、

地域の一体感を高めています。

テレビの映像表現力と地
域文化の継承

➢ 映像の直感的表現

テレビは映像の力で情報を

直感的かつ感情的に伝え、

視聴者の共感を得ます。

➢ 臨場感のある映像紹介

地域の祭りや市民活動を

映像で紹介し、視聴者に

臨場感を与えます。

➢ 文化継承の映像記録

映像記録は地域の歴史や文化

を未来に伝える重要な役割を

持ちます。

インターネットの双方向性・
拡散性とSNS連携

➢ 双方向性の特徴

インターネットは情報の発信と

受信の境界を低くし、ユーザー

同士の双方向コミュニケーション

を実現します。

➢ 情報の拡散性

インターネットは情報を瞬時に

多数へ広げ、社会的影響力を

拡大する力を持っています。

➢ SNSとの連携効果

SNSでテレビやラジオの市民の

声がさらに広がり、連鎖的な

発信が促進されます。
３媒体の融合力

FM・TV・NETの３つの媒体が互いに補完し合い、情報発信の幅を拡げています。





持続的な地域情報循環の形成
➢ ３媒体の有機的結合

３種類の情報媒体を有機的に結合し、効率的な情報循環を実現する。

➢ 市民主体の情報発信

地域住民が主体となって情報を発信し、地域活性化に貢献する仕組みを構築する。

➢ 持続可能な情報システム

地域に根ざした持続的な情報発信システムの形成を目指す。

市民発信による地域課題解決と放送局の仲介役

➢ 市民発信の重要性

市民が地域の課題や活動を自ら発信することで、共感の輪が広がり協力者を増やせます。

➢ 放送局の仲介役

放送局が情報の仲介役となり、地域の告知を実践的なアクションに変える役割を担います。

➢ 地域課題の解決促進

この仕組みは地域課題の解決に繋がり、地域社会の協力や支援を促進します。



市民と共に築く新たな情報発信の仕組みの意義

➢ 情報発信の多様化

放送局だけでなく市民も情報発信の重要な役割を担う

時代になった。

➢ 市民参加の価値

市民と協力して新しい情報発信の仕組みを作ることが

地域メディアの価値を高める。

安心して参加できる情報発信プラットフォームの提供

➢ 地域メディアの役割変化

地域メディアは放送に留まらず、参加者全員が安心できる場を提供することが求められている。

➢ 安心できる参加環境

誰もが安心して意見発信できるプラットフォームの構築が重要である。



【ＴＶ】◇「JUMP」 生放送    ①スタジオ出演 ※2日前まで受付

   （平日16:00～16:45）

   ②中継出演 ※3日前まで受付

   ③テレビ電話出演

   ④VTR（事前収録） ※随時受付

⑤ＣＭ生出演 ※有料 3日前まで受付

 ◇各コーナーへの参加   ①スタジオ出演 ※2日前まで受付

     ②中継出演 ※3日前まで受付

   ③VTR（事前収録） ※随時受付

【FM】◇「ぴっとイン！」 生放送 ①スタジオ出演 ※前日まで受付

（月曜～金曜 第１部12:00～15:00 / 第2部17:00～18:00）

 ②事前収録 ※随時受付

◇オリジナル番組制作 尺・更新頻度により料金設定 ※随時受付

【NET】 ◇各番組、コーナーの配信（上越妙高タウン情報/Ｙｏｕｔｕｂｅ) 

「J-pit」 情報発信メニュー

【上記についてご加入者様は 営利目的以外 全て無料でご利用いただけます】

※メインスタジオ（70名収容） / グリーンバックスタジオ（NET配信/映像制作 素材撮り） 有料でご利用可能



ご清聴ありがとうございました
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